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Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲団旗などを受け継ぐ新団員ら

　３月16日、城崎小学校体育館で、同校の約150
人の児童らが見守る中、城崎交通少年団の引き継
ぎ式と結団式がありました。
　40年以上の伝統を誇る同少年団。団員は同校６
年の全児童で構成され、毎朝の分団（集団）登校の
リーダー役、あいさつ運動、防犯パレードなどに
取り組んでいます。この日は、６年生から５年生
に団旗や班旗、団員の証となるベレー帽とスカー
フが引き継がれました。
　旧団長で６年の岩本峻

しゅん

侑
すけ

君が｢５年生が手本と
なり、交通事故のない城崎にしてほしい｣とエー
ルを送ると、新団長で５年の岩本唯

ゆい

愛
な

さんは｢さ
らに良い伝統を残したい｣と応えていました。

城崎交通少年団引き継ぎ式・結団式
受け継がれていく伝統
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主
催
の「
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
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ル
」の
18
歳
以
上
の
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門
で
、

1
1
7
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の
中
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ら
、
最
も
優
秀

な
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
の
が
加

藤
暁
子
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ん
で
す
。
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
支
援
員
を
務
め
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
約
40
冊
の
絵
本
を
作
成

し
た
加
藤
さ
ん
。
当
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
こ
れ
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に
優
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と
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7
回
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賞
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今
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や
っ
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ま
す
。
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来
て「
ね
ず
み
の
か
ば
ん
修

理
工
房
」を
訪
ね
る
話
。
絵
本
は
、

豊
岡
駅
前
か
ら
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
ま
で
の
街
並
み
を
イ
ン
ク
と
色

鉛
筆
で
正
確
に
描
写
し
、
そ
し
て
、

そ
こ
を
歩
く
、
小
さ
く
か
わ
い
く

描
か
れ
た
ネ
ズ
ミ
は
読
む
人
を
癒

し
ま
す
。
都
会
に
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む
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市
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身

の
人
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る
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も
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る
そ
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で
す
。
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あ
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か
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き
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と
い
う
加
藤
さ
ん
。
今
後
は
、
仕

事
が
ら
学
校
で
の
出
来
事
な
ど
も

描
き
た
い
と
夢
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

かばんのまちをテーマに県知事賞
趣味が高じた絵本作家

加藤暁
てる

子
こ

さん（59歳）出石町安良

▲多くの観客が見つめる熱演

　３月17・18日、但東市民センターで、劇団｢演
劇F

フ ァ ク ト リ ー

ACTORY｣公演『土の詩
うた

〜夢の果てに〜』（企
画制作：ＮＰＯ法人プラッツ）が上演されました。
　旧高橋村（但東地域）｢満

まん

蒙
もう

開拓団｣の史実を背
景に現代社会を交差させ、時代に翻

ほん

弄
ろう

されながら
生き抜く人々の姿を描いた劇団オリジナル作品です。
　但東公演では、劇団員や地域住民など約30人が
出演。当時12歳の少年が書いた満州からの手紙を、
本人が特別出演して朗読しました。
　２日間で、約330人が観劇し、生の舞台ならで
はの｢視覚｣ ｢聴覚｣に訴える演技を体感。昭和初
期の少女たち、開拓団、近未来の若者たちの｢夢｣
の果てを見届けました。

劇団｢演劇FACTORY｣公演
市民の力で｢舞台を創

つく

る｣




